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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第２四半期
連結累計期間

第64期
第２四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自平成28年６月１日
至平成28年11月30日

自平成29年６月１日
至平成29年11月30日

自平成28年６月１日
至平成29年５月31日

売上高 （千円） 20,015,893 18,141,140 40,187,520

経常利益又は経常損失（△） （千円） 396,208 △265,988 221,186

親会社株主に帰属する四半期

純利益又は親会社株主に帰属

する四半期（当期）純損失

（△）

（千円） 198,190 △251,028 △423,136

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 308,220 △176,901 △382,955

純資産額 （千円） 4,058,693 3,172,478 3,367,501

総資産額 （千円） 31,381,334 32,321,721 30,305,885

１株当たり四半期純利益金

額又は１株当たり四半期（当

期）純損失金額（△）

（円） 31.67 △40.01 △67.58

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 12.9 9.8 11.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 632,007 △36,889 1,056,004

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △755,368 △567,959 △1,672,097

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 241,113 686,204 1,106,320

現金及び現金同等物の四半期

末（期末）残高
（千円） 932,302 1,386,134 1,304,778
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回次
第63期

第２四半期
連結会計期間

第64期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年９月１日
至平成28年11月30日

自平成29年９月１日
至平成29年11月30日

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 2.91 △28.93

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．第63期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。第64期第２四半期連結累計期間及び第63期の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　　　　４．第63期第２四半期連結累計期間及び第63期連結会計年度の関連する主要な経営指標等については、誤謬の訂

正による遡及処理の内容を反映させた数値を記載しております。また、過年度の決算訂正を行い、平成29年

10月13日に訂正報告書を提出しております。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、前連結会計年度より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１四半期連

結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境の改善が見られ、景気は緩やかな回復基

調で推移しております。一方で、海外では地政学リスクなどもあり先行きは依然として不透明な状況で推移してお

ります。

　このような状況のもと、当社グループは平成29年６月１日より持株会社体制に移行し、新たな体制のメリットを

活かした「新ビジネスの構築（新化）」と「既存ビジネスの充実（深化）」を基本戦略とした中期経営計画

「TO Future Plan（TFP）」をスタートいたしました。

　当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が18,141百万円（前年同期比9.4％減）、営業損失は253百万円（前

年同期は276百万円の営業利益）、経常損失は265百万円（前年同期は396百万円の経常利益）、親会社株主に帰属

する四半期純損失は251百万円（前年同期は198百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、前連結会計年度より報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較については、前年同

四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

　木材事業におきましては、住宅着工件数の増加に伴い建築資材の販売は堅調に推移したものの、原材料価格の上

昇など原価増加分の販売価格への転嫁が遅れていることなどにより利益率が低い状態で推移しました。

　この結果、売上高は5,049百万円（前年同期比0.1％増）、営業損失は44百万円（前年同期は54百万円の損失）と

なりました。

　流通事業におきましては、平成29年６月に株式会社テーオーリテイリングがイエローグローブ恵庭店（北海道恵

庭市）を開店するなど販売力の強化に取り組んだものの、耐久消費財に対する消費マインドが低迷していることな

どにより売上高、営業利益とも前年同期を下回りました。

　この結果、売上高は7,351百万円（前年同期比2.0％減）、営業損失は39百万円（前年同期は25百万円の損失）と

なりました。

　住宅事業におきましては、新築戸建住宅の受注着工件数は増加しているものの、引き渡し件数の減少により売上

高、営業利益とも前年同期を下回りました。

　この結果、売上高は461百万円（前年同期比54.2％減）、営業損失は18百万円（前年同期は227百万円の利益）と

なりました。

　建設事業におきましては、工事受注は件数が順調に推移しておりますが、当第２四半期連結累計期間における引

き渡し実績は大幅に減少したことにより、売上高、営業利益とも前年同期を下回りました。

　この結果、売上高は157百万円（前年同期比91.8％減）、営業損失は13百万円（前年同期は74百万円の利益）と

なりました。

　不動産賃貸事業におきましては、売上高は247百万円（前年同期比2.5％減）、営業利益は33百万円（同68.6％

減）となりました。

　自動車関連事業におきましては、軽自動車を中心に新車の販売台数が増加したことにより、売上高は前年同期を

上回ったものの、営業費用の増加により利益は前年同期を下回りました。

　この結果、売上高は4,243百万円（同14.0％増）、営業損失は51百万円（前年同期は５百万円の損失）となりま

した。

　スポーツクラブ事業におきましては、売上高は88百万円（前年同期比9.0％増）、営業損失は13百万円（前年同

期は14百万円の損失）となりました。

 

（2）財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、次のとおりであります。

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は32,321百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,015百万円増加

しております。主な要因としましては、商品及び製品が423百万円、未成工事支出金が1,183百万円それぞれ増加し

たことなどによるものであります。

　負債合計は29,149百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,210百万円増加しております。主な要因としまして

は、支払手形及び買掛金が411百万円、短期借入金が1,973百万円それぞれ増加したことなどによるものでありま

す。

　純資産は、3,172百万円となり前連結会計年度末に比べ195百万円減少しております。
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（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて81百万円増加し1,386百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により使用した資金は36百万円（前年同期は632百万円の獲得）で、主に仕入債務が411百万円及び前受

金が1,149百万円それぞれ増加したものの、たな卸資産の増加による支出が1,552百万円あったことなどによるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は567百万円（前年同期は755百万円の使用）で、主に有形固定資産の取得による支

出が539百万円あったことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により獲得した資金は686百万円（前年同期は241百万円の獲得）で、主に長期借入金の返済による支出

が1,460百万円あったものの、短期借入金の純増額が2,112百万円増加したことなどによるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年１月15日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 8,926,896 8,926,896
東京証券取引所ＪＡＳＤ

ＡＱ(スタンダード)
単元株式数100株

計 8,926,896 8,926,896 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年９月１日～

平成29年11月30日
－ 8,926,896 － 1,775,640 － 1,167,443
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（６）【大株主の状況】

  平成29年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

小笠原　康正 北海道函館市 865 9.70

小笠原　孝 北海道函館市 592 6.64

損害保険ジャパン日本興亜株式

会社
東京都新宿区西新宿１丁目26-1 485 5.43

テーオー取引先持株会 北海道函館市港町３丁目18-15 408 4.57

小笠原　正 北海道函館市 365 4.09

株式会社北海道銀行 北海道札幌市中央区大通西４丁目１ 313 3.51

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口４）
東京都中央区晴海１丁目8-11 301 3.37

小笠原　弘 北海道桧山郡江差町 205 2.31

株式会社エイチ・アンド・エイ 北海道桧山郡江差町字南が丘7-222 120 1.34

朝日生命保険相互会社 東京都千代田区大手町２丁目6-1 110 1.23

計 － 3,767 42.20

　（注）１．上記のほか、自己株式を2,615千株所有しており、上記大株主から除外しております。

　　　　２．上記、小笠原　康正の所有株式数のうち、テーオー役員持株会の名義により所有している株式数は2,152株

であります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式2,615,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式6,308,700 63,087 －

単元未満株式 普通株式　　2,896 － －

発行済株式総数 8,926,896 － －

総株主の議決権 － 63,087 －

 

②【自己株式等】

平成29年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社テーオーホー

ルディングス

北海道函館市港町三丁目

18番15号
2,615,300 － 2,615,300 29.30

計 － 2,615,300 － 2,615,300 29.30

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年９月１日から平

成29年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成29年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第63期連結会計年度　　新日本有限責任監査法人

　第64期第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間　　有限責任監査法人トーマツ
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,358,904 1,454,042

受取手形及び売掛金 2,925,827 3,160,301

営業貸付金 993,941 978,169

商品及び製品 4,808,075 5,232,071

販売用不動産 2,193,755 2,275,429

原材料及び貯蔵品 1,430,839 1,564,635

未成工事支出金 126,393 1,310,003

その他 847,369 845,559

貸倒引当金 △141,107 △154,181

流動資産合計 14,543,999 16,666,032

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,941,739 3,784,864

賃貸用資産（純額） 3,639,711 3,644,884

土地 4,254,652 4,249,309

その他（純額） 1,904,593 1,914,394

有形固定資産合計 13,740,698 13,593,453

無形固定資産   

のれん 191,365 168,416

その他 299,812 302,239

無形固定資産合計 491,178 470,656

投資その他の資産   

投資有価証券 676,454 692,417

その他 1,150,359 1,199,204

貸倒引当金 △296,807 △300,042

投資その他の資産合計 1,530,008 1,591,579

固定資産合計 15,761,885 15,655,689

資産合計 30,305,885 32,321,721
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,615,035 6,026,191

短期借入金 10,342,349 12,315,989

未払法人税等 154,588 70,676

引当金 229,587 214,691

その他 1,701,590 2,818,066

流動負債合計 18,043,154 21,445,615

固定負債   

長期借入金 5,809,913 4,687,441

退職給付に係る負債 881,475 864,651

役員退職慰労引当金 105,838 92,276

その他 2,098,002 2,059,259

固定負債合計 8,895,229 7,703,627

負債合計 26,938,383 29,149,243

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,775,640 1,775,640

資本剰余金 1,944,288 1,915,888

利益剰余金 1,235,188 921,522

自己株式 △1,288,310 △1,214,751

株主資本合計 3,666,806 3,398,299

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △30,335 △25,175

退職給付に係る調整累計額 △268,969 △200,645

その他の包括利益累計額合計 △299,304 △225,820

純資産合計 3,367,501 3,172,478

負債純資産合計 30,305,885 32,321,721
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年11月30日)

売上高 20,015,893 18,141,140

売上原価 15,855,408 14,395,836

売上総利益 4,160,485 3,745,304

販売費及び一般管理費 ※１ 3,884,091 ※１ 3,999,159

営業利益又は営業損失（△） 276,393 △253,854

営業外収益   

受取利息 1,221 318

受取配当金 11,146 10,654

受取保険金 94,544 11,467

受取補償金 57,650 －

その他 73,109 78,432

営業外収益合計 237,672 100,872

営業外費用   

支払利息 90,322 90,459

その他 27,534 22,545

営業外費用合計 117,857 113,005

経常利益又は経常損失（△） 396,208 △265,988

特別利益   

固定資産売却益 2,808 1,801

特別利益合計 2,808 1,801

特別損失   

固定資産除却損 7,170 －

固定資産売却損 3,180 －

減損損失 － ※２ 20,351

特別損失合計 10,351 20,351

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
388,665 △284,538

法人税、住民税及び事業税 102,888 64,157

法人税等調整額 87,587 △97,667

法人税等合計 190,475 △33,509

四半期純利益又は四半期純損失（△） 198,190 △251,028

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
198,190 △251,028
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 198,190 △251,028

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 80,171 5,802

退職給付に係る調整額 29,859 68,323

その他の包括利益合計 110,030 74,126

四半期包括利益 308,220 △176,901

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 308,220 △176,901
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
388,665 △284,538

減価償却費 406,005 451,899

減損損失 － 20,351

のれん償却額 22,949 22,949

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,355 16,436

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 25,874 21,784

受取利息及び受取配当金 △12,368 △10,972

支払利息 90,322 90,459

受取保険金 △94,544 △11,467

受取補償金 △57,650 -

有形固定資産売却損益（△は益） 372 △1,801

有形固定資産除却損 7,170 -

引当金の増減額（△は減少） △5,965 △20,857

売上債権の増減額（△は増加） △936,878 △215,156

たな卸資産の増減額（△は増加） △375,742 △1,552,064

仕入債務の増減額（△は減少） 1,046,301 411,156

前受金の増減額（△は減少） 219,821 1,149,378

その他 △139,285 74,851

小計 581,691 162,408

利息及び配当金の受取額 12,378 10,986

利息の支払額 △92,179 △91,977

保険金の受取額 94,544 11,467

補償金の受取額 27,644 -

法人税等の支払額 △46,271 △148,069

法人税等の還付額 54,198 18,296

営業活動によるキャッシュ・フロー 632,007 △36,889

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △12,051 △25,781

定期預金の払戻による収入 3,000 12,000

有形固定資産の取得による支出 △657,196 △539,023

有形固定資産の売却による収入 15,755 15,885

投資有価証券の取得による支出 △72,648 △10,338

投資有価証券の売却による収入 0 -

貸付けによる支出 △12,749 △21,924

貸付金の回収による収入 15,485 22,271

その他 △34,965 △21,047

投資活動によるキャッシュ・フロー △755,368 △567,959
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成29年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 461,459 2,112,000

長期借入れによる収入 1,400,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △1,409,533 △1,460,832

自己株式の取得による支出 △0 -

自己株式の売却による収入 6,142 45,159

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △151,075 △144,143

割賦債務の返済による支出 △3,339 △3,339

親会社による配当金の支払額 △62,539 △62,639

財務活動によるキャッシュ・フロー 241,113 686,204

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 117,752 81,356

現金及び現金同等物の期首残高 814,550 1,304,778

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 932,302 ※ 1,386,134
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成29年５月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年11月30日）

受取手形割引高 1,418,101千円 1,414,518千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年６月１日

　　至 平成28年11月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年６月１日

　　至 平成29年11月30日）

給料手当 1,328,847千円 1,377,844千円

貸倒引当金繰入額 △9,448千円 11,566千円

賞与引当金繰入額 66,438千円 57,302千円

ポイント引当金繰入額 61,713千円 62,781千円

退職給付費用 82,803千円 64,861千円

 

 

※２　減損損失

　　当社グループは次の資産グループについて減損損失を計上しております。

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成29年11月30日）

　場所 用途 種類 減損損失

　北海道旭川市他 営業用資産 建物及び構築物・その他 20,351千円

　　当社グループは、原則として事業所ごとに資産のグルーピングを行っております。また、賃貸用資産及び

遊休資産は物件ごとにグルーピングを行っております。

　　資産グループのうち、営業損益が継続してマイナスである事業所又は時価の下落が著しい賃貸用資産、及

び遊休資産については帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。

　　その内訳は、建物及び構築物13,687千円、その他6,663千円であります。

　　なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却価額を使用しております。建物及び構築物等について

は、転用や売却可能性がないことから、備忘価格まで減額しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年６月１日
至 平成28年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年６月１日
至 平成29年11月30日）

現金及び預金勘定 973,305千円 1,454,042千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △41,002 △67,908

現金及び現金同等物 932,302 1,386,134
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成28年11月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月25日
定時株主総会

普通株式 63,115千円 10円  平成28年５月31日  平成28年８月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成29年11月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年８月24日
定時株主総会

普通株式 62,639千円 10円  平成29年５月31日  平成29年８月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成28年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

       （単位：千円）

 報告セグメント

 木材 流通 住宅 建設 不動産賃貸 自動車関連
スポーツ

クラブ
計

売上高         

外部顧客への売上高 5,042,943 7,498,005 1,008,818 1,908,036 254,209 3,723,671 81,555 19,517,241

セグメント間の内部売

上高又は振替高
58,873 － 108 55,815 5,799 5,013 － 125,610

計 5,101,817 7,498,005 1,008,926 1,963,851 260,009 3,728,685 81,555 19,642,851

セグメント利益又は損失

（△）
△54,453 △25,040 227,768 74,912 106,063 △5,650 △14,332 309,268

 

   

 
その他

（注）
合計

売上高   

外部顧客への売上高 498,652 20,015,893

セグメント間の内部売

上高又は振替高
14,332 139,942

計 512,985 20,155,836

セグメント利益又は損失

（△）
21,942 331,210

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ケアサービス事業等を含んでおりま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　利益 金額（千円）

　報告セグメント計 309,268

　「その他」の区分の利益 21,942

　セグメント間取引消去 △3,662

　全社費用（注） △51,153

　四半期連結損益計算書の営業利益 276,393

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成29年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

       （単位：千円）

 報告セグメント

 木材 流通 住宅 建設 不動産賃貸 自動車関連
スポーツ

クラブ
計

売上高         

外部顧客への売上高 5,049,093 7,351,378 461,779 157,362 247,887 4,243,872 88,871 17,600,246

セグメント間の内部売

上高又は振替高
23,183 967 24,138 79,822 186,164 － － 314,276

計 5,072,277 7,352,345 485,917 237,184 434,052 4,243,872 88,871 17,914,522

セグメント利益又は損失

（△）
△44,731 △39,745 △18,884 △13,379 33,271 △51,320 △13,880 △148,669

 

   

 
その他

（注）
合計

売上高   

外部顧客への売上高 540,894 18,141,140

セグメント間の内部売

上高又は振替高
258,481 572,757

計 799,375 18,713,898

セグメント利益又は損失

（△）
△102,206 △250,876

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、持株会社である当社の経営指導及びケ

アサービス事業等が含まれてます。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　利益 金額（千円）

　報告セグメント計 △148,669

　「その他」の区分の損失 △102,206

　セグメント間取引消去 △2,978

　四半期連結損益計算書の営業損失（△） △253,854

 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「流通事業」セグメントにおいて、営業用資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計

上額は、当第２四半期連結累計期間において20,351千円であります。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度より、「その他」に含まれていた「スポーツクラブ」については、量的な重要性が増した

ため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの区

分に基づき作成したものを開示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成28年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年６月１日
至　平成29年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
31円67銭 △40円01銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

198,190 △251,028

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

198,190 △251,028

普通株式の期中平均株式数（株） 6,258,244 6,274,155

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株

当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年１月12日

株式会社テーオーホールディングス

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 瀬戸　卓　　　　印

 

 
 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 五十嵐　康彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テー

オーホールディングスの平成29年６月１日から平成30年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29

年９月１日から平成29年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成29年11月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半

期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テーオーホールディングス及び連結子会社の平成29年11月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　会社の平成29年５月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係

る訂正後の四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の訂正後の連結財務諸表は、それぞれ前任監査人によって四半期レ

ビュー及び監査が実施されている。前任監査人は当該訂正後の四半期連結財務諸表に対して平成29年10月13日付で無限定

の結論を表明しており、また、当該訂正後の連結財務諸表に対して平成29年10月13日付で無限定適正意見を表明してい

る。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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